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知恵といのちの道 

箴言では知恵は人格化されて表現されています。すなわち知恵の実体はいのちなるキリストであ

り、キリストを得るとき私たちは知恵の実体を得たのです。したがってこの知恵は何か客観的なも

のではなく、私たちが主観的に経験できるものです。主の戒めは今や石の板に書かれたもので

はなく、私たちの心に書き込まれています。誰もそれぞれに主の戒めを知ることができるのです。

この知恵と戒めとはひとりのお方であり、キリスト御自身です。恵みと真理はキリストにあって到来

しました。私たちはこの方に頼るか、自分に頼るか、あるいは人に頼るかの選択があります。私た

ちは全身全霊をもってこの方に頼るのです。また自分の持てるものすべてをもって主をあがめる

とき、私たちはますます豊かな者とされます。主は私たちを訓練されますが、それは平安な義の

実を生み出します。知恵の道はいのちの道であり、この道を歩むならば平安であり、祝福され、喜

びがあふれ、輝くことができます。主が私たちをわなから守り、自分を低くするならば主の祝福が

あふれ、誉れを得ることができます。 

◇ご連絡事項◇ 

１． 今年のスローガンはステップ・フォーワード（一歩踏み出し）です。それは自己から離れることです。

昨年の単純な信仰、単純な実行、単純に御言葉を読み、単純に御言葉を食べることから、少なくと

も何かひとつのことで、信仰によって一歩を踏み出しましょう。 
２． 5 月の収支は、収入：361,520 円、支出：226409 円でした。 
３． 夏に菅原さんの山小屋ではキャンプを予定しています（定員 5,6 名程度）。自然に触れるなかで、

主の臨在を味わい方は遠慮なく押しかけましょう！ 
４． 土曜日に系統的な聖書の学び（英国の The Way of The Spirit）が始まりました。世話人は仲尾さ

んです。 
５． 種々の経費は公費でまかないますので、ご遠慮なくご請求下さい。 
６． 今後、家族の回復、家族の救いが起きるでしょう。特にご主人方がイエスを受け入れるようになりま

す。救いは家族単位です。実際すでに起きています。 
７． 新しく来られた方はアンケートにお答えいただけると感謝です。 
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◇ローカル・フェロシップ◇ 

地域ごとに交わりの場が与えられています。家庭集会はリラックスした中で、親密な交わりができる場で

す。お互いの問題を交わり、祈り合い、励まし合い、建て上げる場として主が豊かに油塗って下さいま

す。それぞれが導きを受け、自分にふさわしい場を得られますように。また新しいローカル・フェロシッ

プを始めたいという導きのある方は遠慮なくお申し出下さい。豊かなアノイントを祈ります。なお名称は

それぞれで愛称をつけてください。 

 

■ チャペル・フェロシップ 祈りの会  随時  

■ 各地のフェロシップ 

■ The Way of the Spirit 土曜日 
 

 

 ◇祈りの課題◇ 

■ KFC のために 
・ 知恵の実体であるキリストに頼り、あがめ、御言葉を心に結びつけ、御言葉の約束を自分のも

のとし、御言葉を経験しましょう。 
・ 家族の救いと回復のため。特に互いの和解のため。 
・ 新しいチャペルのために（飛躍の前に洗練され、かがむ必要があります） 
・ 本の出版などの働きのための必要の満たしと、具体的導きのために 
・ KFCのメンバーと家族の健康や生活が支えられ、祝福と恵みがさらに増し加わるように。
傷病にあるメンバーの癒しのために。 

・ 各ローカル・フェロシップや諸々の奉仕・働きが油塗られ、祝されるように。 
・ パスターと家族の健康が支えられ、主の守りがあり、メッセージやカレッジのためのいっ

さいの必要が満たされ、キリストの豊かな油注ぎと油塗りがあるように。 
・ 教会の事務、長老や執事の重荷を負って下さる方が与えられるように。 

 
■ 日本や世界のために 
・ 日本がアングロサクソン的な弱肉強食の世にならないように。徳による社会統治がなされる

ように。アメリカの横暴を阻止しましょう。 
・ 青少年の霊的健全さのために。混乱の世において教会が防波堤となることができるように。 
・ テロの横行に対して敵の業を阻止するために。今回の拉致被害者の家族のために。 
・ 地震や津波などの天災での被害者のために。 
・ 日本の政治家のために。欺瞞によるなし崩し的動きが顕著になっています。主の義がなさ

れ、主の御手の介入があるように。 
・ キリスト教界のために。諸々の自己を動機とする偽りの教えやムーヴメントに欺かれることがな

いように。まことの信仰による真理と霊による礼拝の回復がなされるように。 
・ 中東の混乱に対して。この苦難の中でユダヤ人が悔い改め、またイスラムの人もイエスを

知ることができるように。イスラエルとアメリカがこれ以上の欺瞞を続けないように。 


